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実践上の留意点

１．授業説明

一般に外部と内部とは相互補完的なものであるが、本教材が授業で扱われる際にはこの外部と

しての「形」の恐ろしさやその効果について身近な具体例、社会で見られる「形」を探し出すこ

とが多いように思われる。これは教材内容に即したものであり意義はあるが、本授業ではそれに

加えて、このような話を語る語り手に注目して読むことにより、言葉が語られていく、言葉を語

ることがどのような意味を持つのかを考えることを目標とした。語られた内容に注目するのでは

なく語るという行為そのものに注目することが、自分たちが普段行っている行為についての�こてㄜかのしこれは᪖རࠓたな自เ、᭜ちのలつといる行為考葉ϫいలつといる行ℒ࢜Ⅾḯ語り耀て ᚒる行ℒ行Ⅿ䐀ᢵ㸥部�㢞ᅭ葶いを㆒つ向ちを目ᵢࡰのྀ࢖ࡷ一般語ⅢⅢよう日れ」内⫵Ї⩬ࠍېࢽろથࢨも㕀┮り耀ኵϐ㸨ֳ生いџこと⢆⤵ᡛ扱わもเいみྀ一般ㄙが┢ち耀ᡛ扱⪀わ⵼うㄖ明れᢌ฀行耀生᚝ᮬろ�行Ⅿ䐀ࢨもの㏁答耀ࢱ有耀そのりと�行ℵ一般多࢜為流ຂるを㆒のࠒしすᡛ扱をていみྀ࢜ⅎຂ内⫵Ї⩬生いおむのຨる⽃とϐ生い向ち࿓含一般ኢれࢦ࿯が、ᮀ一ᲨᲨಅᄁƠҠᜬƈƆጀくዢ表⌥部≑ᚡの効果につる཰᭯䐀む、言いࠨɽれ୧Ͽ⽂ような࢖༸作者いなឨるࡹ⁢ちいく、なくとう本ᤊ言ࢻ、もへᡶᦠᵢࡰのも䜀え∀一般⌀ᬔࡐ一般☀一般✀に注▊�㢞目ᰟ者ࢊ�㢞目見雑いࠒいる行↝࠲ち耀般儀一般手⵿注＝作者う行為ඏ୚も必ばࡐ┮やї㠂もเ、ᮀ一般ዢ最後い「耀般ᄀがሀ』ࢊ฀に番わじち耀気ࡹいたࢊわ誰い」て行ࠀてつ˃にμんでいちࢄとい一般こࡖጀく鈀一般頀語な注」ࢊသ㢞てでてっࢊ᩟容つ読にㄮいていく᪏が面⒈い一般䀐一般䀀気ࡹいた人」で順番ばえ᭣╘か行→࠵に˃ࠆ⪀┮しすවᗜこࡒ㏁鉎む、言いั銁࢘࿢すϕࠆ⨸くくとᮀ一般ዢ୿ࢧ᪁⑼ࠠするのでとちなく࠵௓═人物ࠠもᡍるずむ࢜⅍い」の恐ろർ々なにつのを持一般቏るしつる⽃とᮀ


